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本書の目的には，２つのことがある．一つは，「書く内容にふさわ
しい動詞を見つけること」．もう一つは，「使える動詞のボキャブラ
リーを増やすこと」だ．そのために次の２つの工夫を行った．

１）�動詞を，意味によって分類した
分類は，拙著『ライフサイエンス英語類語使い分け辞典』で最初

に示したものであるが，さらに検討を加えて改良した．
主な変更点としては，見出し語の選定をより柔軟に行い，同じ動

詞でも意味や用法によって以下のように別々の見出し語にした．

・他動詞の能動態と受動態を別の見出し語として示した
・同じ単語で自動詞と他動詞がある場合，別々の見出し語で示した
・複数の意味で使われる動詞についても，別見出しにした

能動態と受動態はほとんど裏返しの関係にあり，使い方が大きく
異なる．別にすることによって，それぞれの使い方が非常にわかり
やすくなった．
さらに，be 動詞 +形容詞も見出し語に加えてカバーする文型の範

囲を広げた．
さらなる変更点として，同一の分類に入る動詞の数を増やしたこ

とがある．意味が非常に近い単語だけでなく，実質的に同じような
内容を表す動詞，同じような使い方をする動詞を，できるだけひと
つの分類にまとめた．これらの改良によって，単語を探すときの選
択肢が広がり，動詞を見つけたり使い方を比較したりする作業が格
段に行いやすくなったはずである．

本書の特徴と使い方
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２）動詞の前後に来る語の組み合わせを示した
２番目の工夫は，動詞の用法を詳細に検討して収録したことであ

る．動詞の前で主語となる語，および動詞のあとに続く語（目的語
など）を定量的に調べて，よく使われるものから順に示した．これ
が『類語使い分け辞典』と比較して大きくグレードアップした点で
ある．これらを参考にすれば，それぞれの動詞をどのように使うの
かがよくわかる．類義語との違いも，前後の語の組み合わせを確認
することによって理解できる．さらに本書には，見出し語の出現回
数（用例数※１：11ページ参照）も示してあるので，それも動詞選択の
参考にするとよいだろう．
論文では同じようなパターンの内容を何度も述べることがあり，

どうしても同じ単語を繰り返し使いがちだ．このようなときにこそ
本書を使って，置き換えて使える単語を見つけよう．もし類義語の
中で迷ったら，出現回数の多いものから順に使っていけばよい．い
ろいろな単語を使ってみることによって，書くための動詞のボキャ
ブラリーを増やすことができる．

❖本書の構成と使い方·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

①本書は，前述したように動詞を意味で分類しており，大きく３つ
の章に分かれる．各章はさらに細かく節に分かれており，詳しく
はこの後の単語分類リスト（13〜 20 ページ）を参照していただき
たい．まずはここを探して目的の単語を見つけよう．

②各節のはじめのページに，同じ分類に含まれる動詞の一覧を示し
ており（次ページの上図を参照），意味が似ている単語の使い方を
比較することができる．

③各動詞の解説ページにて，詳しい使い方や例文などを調べよう（次
ページの下図を参照）．
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●動詞の一覧

●各動詞の解説

3見出し語リスト

2分類項目

1大分類

4意味・用法

5動詞に結びつく主語のカテゴリー

7見出し語

8�前に来る単語（主語）と
後ろに来る語句

6言い換え可能な動詞

同じ単語で別の見出し語
（能動態 /受動態，自動詞 /
他動詞，異なる意味をもつ）
がある場合，⇒で示した

9使い方の例・例文
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1大分類
収録した見出し語は意味別にⅠ-AからⅢ -Dまでの 12 項目に大きく分

類してある〔単語分類リスト（13〜 20 ページ）も参照のこと〕．分類は右
ページの灰色のインデックスに対応している．

2分類項目
似た意味の見出し語がさらに細かくグループ分けされており，これが実

質的な分類である．どのような表現のパターンで用いられるかの説明も下
に記載してある．

3見出し語リスト
日本語訳，単語，出現回数（用例数※１）を一覧に示す．

4意味・用法
どのような場合に使われるか，意味が似ている単語の使い分けなどにつ

いて概説した．

5動詞に結びつく主語のカテゴリー
ライフサイエンス分野の論文において主語としてよく用いられる語を

15のグループに分類し（次ページの図を参照），動詞との対応を表に示した．
意味が同じ動詞でも主語として使える単語のジャンルに違いがあることが
わかる．なお分類に関する詳細は拙著『ライフサイエンス論文を書くため
の英作文&用例 500』を参照していただきたい．

6言い換え可能な動詞
意味・用法が似ている動詞と，前後の語の組み合わせ例を示した．ここ

で挙げられている動詞は，互いに入れ替えて用いることができる．

7見出し語
日本語訳のほかに，他動詞 /自動詞の区別，用例数，文型も併せて示す．

文型については 665 〜 719 ページにて詳しく解説している．他動詞の場合
は受動態率も示した．

8前に来る単語（主語）と後ろに来る語句
前述の本書の特徴の２）を参照．特に頻出する語は下線で示した．

9使い方の例・例文
8の組み合わせの例とその訳を挙げた．例文は，PubMed 論文抄録から

典型的な生の論文を引用．論文を書く際に参考となる英文が満載である．
なお，日本語訳は下線部分のみに対応している．
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●主語となる名詞（代名詞）の分類

❶ 著者・論文（6）

❺ 対象（4）

❾ 処理・治療（4）❻ 現象（11） ❼ もの（9） ❽ 疾患（6）

15 目的（4） ❸ 研究結果（8） ❹ 方法（12）❷ 分析研究（11）

研究内容に関連する名詞
（主に結果・方法）

背景・仮説・結論に関連する
（代）名詞（主に序論・考察・方法）

we/author/paper/article/ report/ review

purpose/aim/
objective/goal

mice/cell /mutant/patient

method/approach/
strategy/methodology/
procedure/ technique/
technology/protocol/
system/model/
hypothesis/conclusion

result/data/finding/
observation/
evidence/model/
sample/structure 

study/ investigation/
experiment/work/
research/analysis/
assay/ test/examination/
comparison/ imaging 

treatment/ therapy/
stimulation/stimulus

event/mutation/variation/
formation/assembly/
synthesis/phosphorylation/
apoptosis/ replication/
proliferation/growth

site/ region/
locus/ residue

activity/expression/
level/production/
concentration/dose/
value/ rate/ ratio

change/alteration/
shift/ increase/
enhancement/
induction/activation/
decrease/ reduction/
inhibition/ repression/
suppression/ loss/
deletion

function/mechanism/
pathway/signaling/
process/ regulation/
transcription

effect/ response/
interaction/association/
correlation/ relation/
difference/resistance 

mRNA/gene/
protein/ receptor/
domain/complex/
factor/molecule/
construct 

infection/disease/
disorder/defect/
deficiency/
dysfunction

10 場所（4）

11 変化（14） 12 機能（7） 13 関係（8）

14 定量値（9）

詳細は，『ライフサイエンス論文を書くための英作文&用例 500』を参照
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※１：用例数の算出方法
本書に示す数字は，LSDコーパス※２中での用例数を表している．ただし，算出

にあたって以下の点を考慮した．「過去形と過去分詞形」あるいは「動詞と名詞」
が同形の場合，形の上からは区別できない．そこで一定数の文を実際に読んで確認
し，全体数を推定で算出した．「be動詞 +副詞 +過去分詞」の数も同様に算出して，
用例数に加えた．「be 動詞 +形容詞」では，be 動詞 +形容詞 +名詞の数を差し引
いて算出した．また，ing 形は論文では分詞としての用例が圧倒的に多い．進行形
で用いられる場合もあるが，原則として用例数としてはカウントしなかった．
動詞の前あるいは後に来る語についても，数字は省略したが多いものから順に

示してある．主語は必ずしも動詞の直前にくるとは限らないが，主語が直前にくる
場合の主語＋動詞のパターンの比率は，その名詞と動詞が実際に主語と動詞の関係
である場合の比率をおおむね反映している．そこで直前の名詞 +動詞の数を判断
基準とした．ただし，この場合のカウントでは，主語の単数形・複数形などと動詞
の三人称単数形・複数形などとが文法的に矛盾しない場合だけを選んで計算した．
また，名詞が複数形で使われることが多い場合には，本書でも複数形で示した．通
常，単数形が多い名詞の中で複数形で多く使われるということは，それだけ特有の
用法を反映していることが多いからだ．複数形で示してある名詞は，まずは複数形
で使うことを考えよう．

※ 2：LSDコーパスについて
本書の内容のもとになっているのは，ライフサイエンス辞書（LSD）プロジェ

クトが独自に構築したライフサイエンス分野の専門英語のコーパスである．コーパ
スとは，言語研究などのために一定の基準に従って収集された言語データのことを
言うが，ここでは「論文抄録のデータベース」のことを指している．
ライフサイエンス分野では PubMed と呼ばれる無料の文献データベースがある

が，LSDでは，そこから主要な学術誌（約 150 誌）を選び，1998 年から 2008 年
までの間にアメリカまたはイギリスの研究機関から出された論文抄録（総語数約
7,700 万語）を集めてコーパスを構築してある．論文コーパスのコンピュータ解析
によって得られた頻度情報（本書では用例数として示している）を最大限考慮して
編纂することによって，本書では，実際の学術論文で好んで使用される「活きた英
語」を提示できているものと思う．
LSD コーパスは，LSD プロジェクトのホームページ，WebLSD（http://lsd-

project.jp/ja/index.html）から利用できる．本書と合わせて，ぜひ論文執筆など
に活用していただきたい．

（河本　健）


